
植物体は銀緑色。茎は長さ5-20mm。葉は横につき、斜めに開出して密に重なり、浅く2裂し、縁
は透明な薄壁細胞で縁取られ、やや円鋸歯状、鋭頭から鈍頭。葉身細胞は中部でやや厚壁、トリゴ
ンが小さく、表面がややベルカ状。油体は各細胞に約2個、楕円体、微粒の集合。雌雄異株。高山
帯の露岩上や岩隙に、密集したコンパクトな群落をつくる。

2019年の調査では未確認。現状不明。
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希少

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Gymnomitrion  corallioides  Nees

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

養父市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ミゾゴケ科

兵庫県ランク…サンゴサキジロゴケ
環境省ランク… －


